
与謝野のコメの未来を考える

三重大学・京都府立大学が当町の米づくりについて実施した
科学的調査について、共同報告会を行います。また、総合地球
環境学研究所から米・農業の将来を考えるための情報提供を行
います。

主催：与謝野町役場農林課

　令和５年３月１日（水）13：00～17：00
　　　　　　　　　　　（開場　12：30）

 場所 ： 野田川わーくぱる  2階会議室　



〇内容
13：00 開会あいさつ
  

13：10 「京の豆っこ米を育む与謝野土壌の底力」　
     三重大学大学院生物資源学研究科 教授 関谷 信人 先生

13：45 「京の豆っこ肥料は効くの？どうなの？」
    三重大学大学院生物資源学研究科 博士課程前期 前 采花さん        
14：15 「京の豆っこ米に対する消費者の食味評価と金銭評価」
    三重大学生物資源学部 4年 古井雄大さん        

14：45  ＜休憩＞
15：00 「まさ農園の土壌と稲の品質の関係」
    京都府立大学生命環境科学研究科 准教授 中尾 淳 先生、松尾 英華さん        
15：35 「蛇紋岩の影響を受けた土壌からイネのミネラル吸収
　　　　　　　　　　　～いつ、どのように吸収しているの？～」
     京都府立大学生命環境科学研究科 准教授 中尾 淳 先生、原田 和花さん 

16：05  ＜休憩＞
16：15 「農家の方々と描く、気候変動下における農業の将来像
　　　　：アンケート調査のねらい」
    総合地球環境学研究所 一原 雅子 先生

16：35 「日本のお米の将来を考える市民向け教材の開発
　　　　：与謝野町の稲作を見て」 
     総合地球環境学研究所 高知工科大学 教授 中川 善典 先生
         

16：55 閉会あいさつ


